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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 58,590 19.8 4,478 735.6 5,500 179.6 3,231 148.2

2021年３月期第３四半期 48,924 △21.8 535 △85.2 1,967 △55.9 1,302 △56.4

（注）包括利益 2022年３月期第３四半期 5,337百万円（492.7％） 2021年３月期第３四半期 900百万円（△48.7％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり

四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第３四半期 323.69 322.89

2021年３月期第３四半期 130.97 130.55

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年３月期第３四半期 115,642 84,330 68.0 7,861.91

2021年３月期 110,544 80,142 67.7 7,507.92

（参考）自己資本 2022年３月期第３四半期 78,641百万円 2021年３月期 74,804百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 － 35.00 － 55.00 90.00

2022年３月期 － 60.00 －

2022年３月期（予想） 60.00 120.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 77,000 10.4 4,700 72.3 5,900 36.5 3,600 91.4 361.88

１．2022年３月期第３四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年12月31日）

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期首から
適用しており、2022年３月期第３四半期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となってお
ります。

（２）連結財政状態

（注）「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号 2020年３月31日)等を第１四半期連結会計期間の期首から適
用しており、2022年３月期第３四半期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっており
ます。

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有
（注)「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号 2020年３月31日)等を第１四半期連結会計期間の期首から適用

しており、上記の連結業績予想は、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年３月期３Ｑ 10,648,466株 2021年３月期 10,648,466株

②  期末自己株式数 2022年３月期３Ｑ 645,644株 2021年３月期 685,072株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期３Ｑ 9,984,195株 2021年３月期３Ｑ 9,943,474株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

新規  －社  （社名）、除外  －社  （社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基

づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間(日本、インドは４月～12月、それ以外は１月～９月)における世界経済は、依然とし

て新型コロナウイルス感染症の影響が続いておりますが、各国の経済対策やワクチン接種の普及により、原材料価

格の高騰や物流網の混乱などの影響があったものの、総じて経済活動は緩やかな回復が継続しました。

わが国経済においては、個人消費や設備投資が改善し、経済は緩やかな回復基調で推移しましたが、足元では新

たな変異株の発生により感染が再拡大しており、先行きについては依然として不透明な状況となっております。

当社グループと関連の深い自動車産業は、国内では第２四半期以降の半導体不足やサプライチェーン混乱等の影

響で前年同期に比べ減産となり、回復基調は急速に鈍化しました。海外においても、各地域で半導体不足や新型コ

ロナウイルス感染症の影響などにより、総じて生産台数の回復は若干の増加に留まりました。

このような状況のなか、当第３四半期連結累計期間における当社グループ売上高は、半導体不足による生産調整

等があったものの、厳しい状況であった前年同期からは大幅に回復し、58,590百万円（前年同期比19.8％増）とな

りました。利益面では、原材料費の高騰の影響等があったものの、売上の増加に加え合理化を含む労務費・経費の

削減効果などにより、営業利益は4,478百万円（前年同期比735.6％増）、経常利益は5,500百万円（前年同期比

179.6％増）と大きく回復しました。親会社株主に帰属する四半期純利益は、海外関係会社の留保利益に関わる繰

延税金負債を計上したことにより3,231百万円（前年同期比148.2％増）に留まりました。

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末における総資産は115,642百万円となり、前連結会計年度末に比べ5,097百万円増加

しました。これは、現金及び預金が増加したこと等によるものです。

負債につきましては、31,311百万円となり、前連結会計年度末に比べ909百万円増加しました。これは、長期借

入金が増加したこと等によるものです。

純資産につきましては、利益剰余金が増加したこと等により84,330百万円と前連結会計年度末に比べ4,188百万

円増加しました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2022年３月期の連結業績予想につきましては、当第３四半期連結累計期間の業績等を考慮し、2021年５月14日に

公表いたしました通期の連結業績予想を修正しました。詳細については、本日公表いたしました「業績予想の修正

に関するお知らせ」をご参照ください。
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 12,612 16,335

受取手形及び売掛金 20,396 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 20,458

商品及び製品 8,667 9,689

仕掛品 3,595 3,140

原材料及び貯蔵品 2,398 3,156

その他 1,135 1,841

貸倒引当金 △38 △44

流動資産合計 48,766 54,578

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 10,770 10,570

機械装置及び運搬具（純額） 12,152 12,069

土地 2,634 2,584

建設仮勘定 1,885 1,231

その他（純額） 1,231 1,130

有形固定資産合計 28,674 27,586

無形固定資産

リース資産 2,461 2,158

その他 552 480

無形固定資産合計 3,014 2,639

投資その他の資産

投資有価証券 21,954 22,945

繰延税金資産 1,297 1,146

退職給付に係る資産 5,766 5,680

保険積立金 58 58

その他 1,043 1,036

貸倒引当金 △30 △29

投資その他の資産合計 30,089 30,838

固定資産合計 61,778 61,063

資産合計 110,544 115,642

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 9,608 9,614

１年内返済予定の長期借入金 7,000 7,000

未払法人税等 562 455

賞与引当金 1,588 972

その他 5,786 4,920

流動負債合計 24,546 22,962

固定負債

長期借入金 3,000 4,460

退職給付に係る負債 1,498 1,663

製品保証引当金 302 288

環境対策引当金 12 12

その他 1,042 1,924

固定負債合計 5,855 8,348

負債合計 30,402 31,311

純資産の部

株主資本

資本金 8,573 8,573

資本剰余金 7,119 7,119

利益剰余金 61,411 63,428

自己株式 △3,074 △2,894

株主資本合計 74,030 76,226

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 501 951

繰延ヘッジ損益 △12 △21

為替換算調整勘定 △2,066 △529

退職給付に係る調整累計額 2,351 2,013

その他の包括利益累計額合計 774 2,414

新株予約権 120 97

非支配株主持分 5,217 5,592

純資産合計 80,142 84,330

負債純資産合計 110,544 115,642
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(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年12月31日)

売上高 48,924 58,590

売上原価 39,785 45,088

売上総利益 9,138 13,502

販売費及び一般管理費 8,602 9,024

営業利益 535 4,478

営業外収益

受取利息及び配当金 288 373

為替差益 － 21

持分法による投資利益 405 652

生命保険配当金 136 112

助成金収入 442 18

その他 477 150

営業外収益合計 1,750 1,328

営業外費用

支払利息 76 73

為替差損 64 －

その他 178 232

営業外費用合計 318 305

経常利益 1,967 5,500

特別利益

固定資産売却益 418 571

投資有価証券売却益 4 13

特別利益合計 423 584

特別損失

固定資産除却損 39 28

工場休止損失 90 －

減損損失 160 －

特別損失合計 291 28

税金等調整前四半期純利益 2,100 6,057

法人税、住民税及び事業税 749 1,030

法人税等調整額 159 1,618

法人税等合計 908 2,649

四半期純利益 1,191 3,408

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△）
△110 176

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,302 3,231

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年12月31日)

四半期純利益 1,191 3,408

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,103 479

繰延ヘッジ損益 6 △11

為替換算調整勘定 △744 1,692

退職給付に係る調整額 △92 △383

持分法適用会社に対する持分相当額 △564 152

その他の包括利益合計 △291 1,929

四半期包括利益 900 5,337

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,239 4,871

非支配株主に係る四半期包括利益 △339 465

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等

を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又は

サービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。これにより、従来は一時点で収

益を認識していた子会社の一部収益に関して、一定の期間にわたり収益を認識する処理への変更等を行っておりま

す。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連結

会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

　この結果、収益認識会計基準等の適用による、当第３四半期連結累計期間の四半期連結財務諸表に与える影響は軽

微であります。

　収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示していた

「受取手形及び売掛金」は第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示することと

いたしました。なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新た

な表示方法により組替えを行っておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業

会計基準第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな

会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。これによる、当第３四半期連結累計期間の四半期連結財

務諸表への影響はありません。

（会計上の見積りの変更）

該当事項はありません。

- 7 -

株式会社リケン(6462)2022年３月期第３四半期決算短信


	短信サマリ（ヘッダーつけない）
	短信サマリ以外

